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「海プラコンソ」設置の背景・経緯
• プラスチックごみによる海洋汚染は世界的な社会問題であり、2018年にプラス

チック資源循環戦略が策定され関連施策を実施中。

• 首相は2019年のダボス会議（世界経済フォーラム年次総会）及び通常国会の施

政方針演説において、世界の国と共に、海洋プラスチック対策に取り組んでい

くことを表明。

• G20大阪サミットで「2050年までに、新たな海洋プラスチックゴミゼロ」を

大阪ブルーオーシャンビジョンとして宣言。

• G20大阪サミットに向け制定された「海洋生分解性プラスチックの開発・導入普

及ロードマップ」(経産省)に基づき、NEDOプロ「海洋生分解性プラスチックの

社会実装に向けた技術開発事業」を実施している（2020-2024）＜国岡とりまと

め＞。

〇海洋プラスチック等に関する生分解性プラスチック材料等の合成・標準化

（産総研 第５期中長期目標）。



3引用元：https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000493727.pdf



4引用元：https://www.meti.go.jp/press/2019/05/20190507002/20190507002.html

https://www.meti.go.jp/press/2019/05/20190507002/20190507002.html


「海プラコンソ」設置目的

運営会則 第２条

本コンソーシアムは、海洋流出プラスチック等プラス
チックの社会問題に関して、環境や資源に対して負荷の
低い素材や代替品の開発及び普及に係る情報共有並びに
議論の場を提供することにより、産業界が抱える技術課
題やニーズを抽出し産総研が有する技術・知見を活用し
た新たな材料・製品の社会実装に必要な標準化を推進す
ることで、持続可能な社会の実現及び産業競争力の強化
を図ることを目的とする。



「海プラコンソ」事業概要
運営会則 第３条

本コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次の各号
に掲げる事業（以下「本事業」という。）を行う。

一海洋生分解性プラスチックの評価技術に関する情報収集・
会員間での共有

二環境負荷低減に資するプラスチック材料及び製品に関する
調査及び検討等を行う研究会等の運営

三環境負荷低減に資するプラスチック材料及び製品に関する
技術課題・ニーズの抽出及び共同研究等に向けた意見交換

四環境負荷低減に資するプラスチック材料及び製品に関する
評価技術の標準化に関する情報収集及び会員間での共有

五その他、本コンソーシアムの目的を達成するために必要な
事業



（補足）「海プラコンソ」事業概要

◼ 情報収集・共有

◼ 技術交流、課題抽出（大括り／個社）

⇒技術支援（技術課題解決支援、情報提供、企業間交流）

⇒基盤的評価技術（融合領域）はNEDOプロ後継を提案

⇒材料ごとの技術（個社事業）はシーズとのマッチングにより
共同研究等へ

◼ 社会実装／標準化・標準活用推進
METI、NEDO、国内審議団体（標準化団体）、認証機関等と連携



（補足）「海プラコンソ」事業概要
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海洋生分解性プラスチックの標準化PJ
NEDO「海洋生分解性プラスチックの社会実装に向けた技術開発事業」
研究開発課題①「海洋生分解性に係る評価手法の確立」に採択
事業期間：2020年度〜2024年度
実施先：産総研（代表機関）、製品評価技術基盤機構（NITE）、静岡県環境衛生科学研究所、

東京大学、愛媛大学、島津テクノリサーチ

実海域での生分解試験、ラボ加速試験条件の検討、材料評価技術の適用検証、
海洋生分解プラへの代替に関する現状データの収集、等

① 実験室内における生分解度加速試験法の開発

④ 実海域におけるデータ収集、簡易生分解（崩壊度）試験法の開発

② 生分解メカニズムの解明
材料構造（分子構造、結晶構造）

③ 生分解メカニズムの解明
微生物、酵素による分解

⑥ 海洋生分解性プラスチック材料の導入
による海洋プラスチック低減効果の推定

生分解度 vs 条件パラメーター相関解明

相関
解明

環境
影響
解明

生分解データ

相関
解明

⑤ 生分解過程（マイクロプラスチック化等）
の生態毒性評価法の開発

1.産総研・生命、2.静岡県環境衛生科学研究所

1.産総研・材化、
2.東大、3.島津テクノ

1. 産総研・生命 、2.NITE

1.産総研・生命、2.NITE、 3.東大
1.産総研・エネ環

1.愛媛大

生分解
データ

PJ体制図

再委託先（実海域試験等）：海洋研究開発機構（JAMSTEC）、公設試5機関（東京、大阪、滋賀、広島、愛媛）、
大学4機関（岩手、広島、島根、鹿児島）



生分解性又はバイオベース
プラスチック製品製造メーカー

分析機関 認証機関

生分解又は
バイオベース
等認証製品

ISO分析法

・対象製品
・サンプル調製法
・測定方法
・測定条件
・試験正当性条件
・報告

・対象製品、カテゴリー
・安全性要求事項
（懸念物質非含有、低毒性等）
・対象要求事項
（生分解度パスレベル

2年間で90%等）
・表示法

ISO要求事項

製造
マーク等で
認証表示

信頼性向上
（偽装品、
低性能品排除）

健全市場拡大

製品
サンプル

生分解、
バイオベース
データー

認証
許諾

試験機関
として承認

国際標準を活用した市場拡大



「海プラコンソ」運営体制

代表
（国岡SO）

ワーキング
グループ（必要に応
じて：初年度なし）

総会
（全会員、ただし議決権
を持つのは法人会員）

運営委員会
（代表、幹事）

会員
（法人会員、個人会員、普及会員、賛助会員）

事務局
（標準化推進センター：佐々木ら）



海洋生分解性プラスチックの標準化動向



作業グループ (Working Group, WG)

WG 2 生分解度 (Biodegradability)

分科委員会 (Subcommittee, SC)
SC 14 環境側面 (Environmental Aspect)

作業グループ (Working Group, WG)

WG 3 バイオベース高分子

(Bio-based polymer)

専門委員会 (Technical Committee, TC)

TC 61 プラスチック (Plastics)

日本プラスチック
工業連盟（JPIF）

日本バイオプラス
チック協会（JBPA）

日本産業標準調査会 (Japanese 
Industrial Standards Committee, JISC)

SC 14 委員会

技術委員会

ミラーコミッティー関係

日本規格協会 (Japanese 
Standards Association, JSA)

世界貿易機関 (World Trade Organization, WTO)

ISO 国際標準化機構 (International 
Organization for Standardization, ISO)

ISOの正会員(Member body)

国内審議団体

作業グループ (Working Group, WG)
WG 4 マイクロプラスチック

(Microplastics)

作業グループ (Working Group, WG)

WG 1用語の定義 (Terms)

作業グループ (Working Group, WG)

WG 5マテリアル、ケミカル
リサイクル
(Material, chemical recycle)

WG 5 委員会

TC 61 委員会
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＊

＊WG 4については、マテリアルライフ学会
マイクロプラスチック研究会が協力



SC 14/WG 2 “Biodegradability”で審議、発行したISO規格

No ISO番号 概要 状況 対応JIS

１ ISO 14851 水系における酸素要求量による好気的生分解評価法
1999に発行

日本提案
JIS K6950

2 ISO 14852 水系における発生二酸化炭素量による好気的生分解評価法 1999に発行 JIS K6951

3 ISO 14855 制御されたコンポスト中での好気的生分解評価法

1999に発行、

パートへ分割され
た。

JIS K6953

廃止

4 ISO 16929
パイロットスケールでの制御されたコンポスト中での崩壊度測
定

2002に発行 JIS K6952

5 ISO 17556 土壌中での生分解評価法
2003に発行

日本提案
JIS K6955

6 ISO 20200 実験室レベルでの制御されたコンポスト中での崩壊度評価法 2004に発行 JIS K6954

7 ISO 14853 水系における嫌気生分解評価法 2005に発行

8 ISO 15985 高固形物濃度における嫌気生分解評価法 2004に発行 JIS K6960

9 ISO 17088 コンポスト化可能なプラスチックの定義 2008に発行

10 ISO 14855-1 制御されたコンポスト中での好気的生分解評価法 2005に発行 JIS K6953-1

11 ISO 14855-2
制御されたコンポスト中での好気的生分解評価法

実験室レベルでの発生二酸化炭素吸収による測定法

2007に発行

日本提案
JIS K6953-2

12 ISO 10210 プラスチック製品の生分解評価におけるサンプル調製法
2012に発行

日本提案
JIS K6949

13 ISO 13975 スラリー条件での嫌気生分解評価法
2012に発行

日本提案
JIS K6961
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NO. 1

概要は、英文正式タイトルの訳ではありません



プラスチック製品の生分解性に関わるISO 評価方法等
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試験環境

水系

海水中 淡水中 汚泥

陸系

土壌 コンポスト 埋立

生分解

崩壊

海底砂泥面
18830 (-)
19679 (-)
海水中
NP 23977-1,2 (-)

14851 (K 6950)
14852 (K 6951)

好気(活性汚泥)好気

嫌気(消化汚泥)
14853 (-)
15985 (K 6950)
13975 (K 6961)

17556 
(K 6955)

好気
14855-1 (K 6953-1)
14855-2 (K 6953-2)

好気

16929 (K 6952)
20200 (K 6954)

好気

サンプル調製法
ISO 10210 (JIS K 6949)

定義 (要求事項) 
(コンポスト化可能) (マルチ) (海水生分解)

17088 (-) AWI 23517 (-) CD 22403 (-)

下線日本提案

DIS 22766 (-)

()内はJIS規格

実海域



生分解度の測定法・計算方法
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生分解度 ＝ × 100 (%)
理論CO2発生量(サンプル量×炭素含率×(44/12))

サンプルからのCO2発生量 ー ブランクからのCO2発生量

PLA (nC3H4O2, = 72 (C=36)) 10 gからの理論CO2発生量
炭素5 g × 44/12 = 18.3 g

通気

ガス洗浄びん
(アルカリ水溶液) 反応容器

(活性汚泥、コンポスト等)

試験対象物質（サンプル）入り

ガス洗浄びん
(アルカリ水溶液)

恒温槽 N=3, ブランク3セット
陽性対象物質3セット
試験対象物質3セット

又は

IR検知器
気体流量計
二酸化炭素量



NO. 2

No ISO番号 概要 状況 審議状況

１4 ISO 18830
海底砂泥面における非浮揚性プラスチック材料の酸素要求量
による好気的生分解評価法

2016に発行

イタリア提案

15 ISO 19679
海底砂泥面における非浮揚性プラスチック材料の発生二酸化
炭素量による好気的生分解評価法

2016に発行

イタリア提案
2020に訂正版発行

16 ISO 22403
海の微生物による実験室中温条件での本来の好気的生分解
度と環境安全の評価 - 試験方法と要求事項 -

2017に発行

イタリア提案

17 ISO 22404 海底砂泥中の発生二酸化炭素量による好気的生分解評価法
2020に発行

イタリア提案

18 ISO 22766 実海域中での崩壊度測定
2020に発行

ドイツ提案

19 ISO 23517 生分解性マルチフィルムの定義
2021に発行

ドイツ提案

20 ISO 23832 実験室海洋環境における分解速度と崩壊度の求め方
2021に発行

イタリア提案

21 ISO 23977-1 海水中での好気的生分解度の求め方-発生二酸化炭素量
2020に発行

ドイツ提案

22 ISO 23977-2 海水中での好気的生分解度の求め方-生化学的酸素要求量
2020に発行

ドイツ提案

17

水色の規格、規格案は海洋生分解に関わるもの

WG 2 「生分解度」で発行、審議中のISO国格（主に海洋関連）



NO. 3

No ISO番号 概要 状況 審議状況

23 ISO/DIS 5148 固体状プラスチックの好気生分解速度の評価
2020に提案

イタリア提案
審議中

24 ISO/CD 5424 コンポスト化可能な飲用ストロー
2020に提案

中国提案
審議中

25 ISO/CD 5412 コンポスト化可能なショッピングバック
2020に提案

中国提案
審議中

26 ISO/WD 5430
生分解性プラスチック材料の海洋生態毒性試験法

－試験法と要求事項－

2020に提案

ドイツ・中国提案
審議中
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水色の規格、規格案は海洋生分解に関わるもの

WG 2 「生分解度」で2020年に新規提案されたISO規格

2021年度、3件の海洋生分解に関わる評価法を日本から提案予定
・海洋生分解評価用、堆積物、海水の調製方法
・簡易実海域試験法
・実験室内海洋生分解加速試験法
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制度名 Compostable Logo
Industrial 

compostable
OK Biodegradable

「生分解性プラ」
マーク識別表示制度

実 施 運
営団体

米国 Biodegradable
Products Institute

DIN CERTCO TÜF Austria 日本バイオプラス
チック協会(JBPA)

概要 米国試験材料規格
ASTM規格（ ISO規
格と同等のものあ
り）に則ったコンポ
スト中で生分解評価
を行い規格に規定さ
れた期間に60％以上
生分解し、全量の生
分解が予測され、
種々の安全基準をク
リアしたものを認証。

EN 13432に基
づく要求事項を
満たしているコ
ンポスト中で生
分解される製品
を認証。家庭用
コンポスターで
の生分解可能製
品のカテゴリー
有り。

種々の環境条件（土壌中、
コンポスト中、海水中）
別に認証し、それぞれに
マークが存在。上記は、
海水中で生分解を認証す
るマーク。国際規格の試
験に基づき、認証条件を
決めている。
海洋生分解の要求事項は、
廃 止 さ れ た ASTM D
7081に基づいている。

ISO規格（JIS規格と
同等のものあり）に
則った水系、土壌中、
コンポスト中で生分
解評価を行い規格に
規定された期間に
60％以上生分解し、
全量の生分解が予測
され、種々の安全基
準をクリアしたもの
を認証。

生分解性プラスチック製品を認証する制度

各団体が運営するロゴマークは、団体のHPをご参照ください。



ISO/TC61バルセロナ会議(2012)の様子

WG2（生分解度）集合写真
2012.9.18 

WG3（バイオプラスチック）会議
2012.9.18 
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2013年は、中国蘇州。2014年は、米国ハワイ。2015年は、インドニューデリー。
2016年は、ドイツベルリン。2017年は、韓国太田。2018年は、日本大宮。2019年は、
中国成都。2020年は、スウェーデンストックホルムのはずだった・・・



ご静聴ありがとうございました。


